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式場利用にあわせて和洋折衷料理へと変化
した。赤飯･煮魚･鯛姿焼きが減少し、肉・
ケーキ・果物が増加して、その場で食べき
る料理になった。地域に伝わる婚礼に食ぺ
られていた伝承料理は減少してきた。そば
のみが現在でも比較的食べられていた。
婚礼儀式では、「－升水｣・「親子杯」は実施
率が高かったが､60年代以降減少していた。
｢まんじゅうまき」は、地域差があるが現
在も行われていた。まく物がまんじゅうだ
けでなく変化していた。まんじゅうまきを
しない地域でも手渡しをしていて70％が何
らかの形でまんじゅうを配っていた。
引き出物は、赤飯・料理折詰め・鯛姿焼
きが減少し、記念品が増加した。少量で多
種類のものや保存性のあるものへと変化し
本研究の大要は日本調理科学会東海・北陸支部
第６回研究発表会（平成17年７月９日於名古屋
女子大）にて口頭発表した。
本研究を行うにあたり、アンケート及び聞き取
り調査にご協力いただいた方々に厚くお礼申し上
げます。
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